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研究成果の概要（和文）： 
 都市景観の中で、美しく且つまちの賑わいづくりに効果的な屋外広告物のデザイン要因を明
らかにすることを目的に行った。パノラマ写真を用いた調査、京都市の屋外広告物規制を事例
とした調査、海外の被験者による印象調査、CG 画像を用いた調査を行った。その結果、屋外
広告物の印象形成には、数量や大きさ、色彩だけでなく、そこに含まれる言語や素材、配置方
法なども影響を与えていることがわかった。 
 
研究成果の概要（英文）： 
The main aim of this study is to clarify outdoor advertisement design factors that add 
beauty and liveliness to the bustle of the urban landscape. I conducted a survey using 
panoramic photos as well as CG images, and a survey of outdoor advertising regulations 
in Kyoto, and also a survey conducted overseas of research subjects. The results showed 
that impressions of outdoor advertising are formed by the quantity, size and colors, but 
are also affected by the language and material contained therein and the alignment. 
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１．研究開始当初の背景 
 申請者は屋外広告物のデザイン実務を行
ってきた前職の経験を活かし、大学では継続
的にこの分野における調査研究を行ってき
た。特に平成 14 年からは独自に考案したパ
ノラマ調査法により全国各地の設置状況を
調査、その結果は芸術工学会や日本サイン学
会の研究発表大会ならびに（社）日本サイン
デザイン協会や（社）全日本屋外広告業団体

連合会の専門誌において発表してきた。 
 こうした活動を通して、①屋外広告物には
大きな問題がある一方でまちの賑わいを創
出する効果もある、②屋外広告物法では設置
台数や面積に規制を加えているが、悪い印象
を与えている要因にはデザインが大きく係
わっている、ことなどが明らかになってきた。 
２．研究の目的 
 美しく且つまちの賑わいづくりに効果的
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な屋外広告物のデザイン要因を明らかにす
る。 
 
３．研究の方法 
（１）屋外広告物のデザイン調査：屋外広告
物のデザインを構成する要素を、景観に占め
る面積割合、配置パターン、画面に含まれる
文字量、和文・英文など文字の属性、写真や
イラストの有無、などから調査・分析する。
これまで実施してきたパノラマ調査法の精
度を高め、調査地点における 360 度画像を作
成し、その中に含まれる上記項目を分析する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図１ パノラマ調査分析 
 
（２）屋外広告物の印象調査：①で作成した
パノラマ画像を刺激として SD 法による印象
評価を行う。 
（３）屋外広告物のデザインとそれから受け
る印象の関係分析：①と②の調査結果を統合
し、屋外広告物の印象評価に影響を与えてい
ると考えられる因子を特定する。 
（４）パノラマ調査に加えて、京都市で行わ
れている屋外広告物規制に関する印象調査、
屋外広告物の国際的な印象評価、文字や色彩
など要素を限定して変化させた CG 画像を刺
激とする印象調査を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図２ 調査に使用した刺激例 
（５）学術的な特色と意義として、屋外広告
物は、景観形成に大きな影響を与えるものと
して捉えられているが、画面だけでも文字や
写真、色やレイアウトなどが複雑に関係する
ため、印象に影響を与える因子については特
定されていない。また、現状調査においても

屋外広告物が多数設置されている場所だけ
を切り取って調査されることが多く、客観的
な把握ができていないのが現状である。 
 この調査の特色は、まず 360 度のパノラマ
写真を撮ることによって可能な限り客観的
に素材を集めるところにある。また、表示さ
れている文字をすべて書き取り分析してい
る点もこれまでにはなかった手法である。例
えば、「画面あたりの書かれた文字数が多け
れば煩雑な印象を受ける」ということが確か
められれば、「文字数を減らす」というコン
トロール手法が導入できようになる。 
 また、色彩については、景観に厳しい京都
などで赤色が問題視されているが、同じ赤色
でも世界的なブランドと消費者金融の画面
では自ずと受ける印象が変わってくるもの
と推察される。「赤色の面積よりも文字の影
響の方が大きい」といったことが検証されれ
ば、大きさや色だけでなく、表示内容そのも
のについて好意的な印象を与えるガイドラ
インを広告主に示すことができるようにな
る。 
 屋外広告物は各地の景観審議会等で大き
な課題とされているだけに、高さや面積とい
った今までの規制手法を越え、デザインに踏
み込んだ改善策の立案に道を開くことがで
きる。景観法を施行するなど美しい景観づく
りを目指している社会的ニーズに対応する
調査研究として立案している。 
 
４．研究成果 
（１）パノラマ調査では、平成 20 年 7 月〜
21 年3 月までに全国各地22 カ所、海外2 カ
所のデータを収集した。加えて、15 対の形
容詞を用いた印象評価を行った。その結果、
主要因子分析では、「デザイン」「活動量」「秩
序」という要素が抽出できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表１ パノラマ調査の分析 
（２）京都市の屋外広告物規制に関する調査
では、①事業者が自主的に行ったデザイン変



 

 

更は効果がある。②媒体を素材から変更した
デザインは効果がある。③京都市の地色 
を白にする規制及び面積を制限する規制は、
京都らしいイメージづくりに効果が見られ 
るもののデザイン評価を低下させている。④
京都市の高明度高彩度な色彩を抑える規制
は効果が認められる。という点が確認できた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 2 京都市の規制方法別の印象評価 質問
１は、「どちらのデザインが好きですか」、質
問２は、「京都にふさわしいと思うのはどち
らですか」を示す。規制種別の「行政」は条
例等による規制を、「自主」は広告物を設置
している店舗等が自主的に制限を加えた事
例を指す。規制方法の「減面」は赤色の面積
を軽減させるため画面に白い額縁を設けた
り、赤色の部分を小さくする方式、「白地」
は画面の地色を白地にする方式、「減色」は
明度・彩度を軽減させ低彩度低明度色にする
方式を、「素材」は広告物の素材を変更する
方式、「減数」は設置台数を減らす方式を指
す。 
（３）チェコ共和国のプラハ、フィンランド
共和国のラハティ、および福岡市で撮影した
写真を刺激とした印象調査では、①「好き─
嫌い」と「美しい─醜い」には、相関関係が
ある。②一部で差が現れる事例があり、その
要因として、広告物に含まれる文字が影響を
与えている可能性が高い。③赤色を主要色と
する広告物、及び夜間景観は好まれている。
ことが明らかになった。 
（４）プラハ美術工芸大学、ラハティ応用科
学大学、富山大学芸術文化学部の各学生を対
象として実施した CG 画像を刺激とした調査
では、 

①郊外では、好き嫌いと場所が相関し、中心
市街地では、相関傾向があるものの一部は、
場との関わりが弱い。②白ベースは、どのケ
ースでも安定して好まれた。③赤色は中心市
街地では、好きな印象のグループに属してい
るが、郊外では明確に嫌われている。④設置
位置は、低い方が好まれており、画面も縦長
よりも横長が好まれている。⑤複数設置は、
設置台数が増えると評価が下がる。ひとかた
まりに見えるように配置すると印象は良く
なる。⑥高岡の学生は欧文の表示を好み、プ
ラハとフィンランドの学生は、日本語を好む。
などが明らかになった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
表 3 表示文字種別印象評価 日本人学生は
欧文を好み、外国人学生は日本語を好んでい
るとの結果が出た。 
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